
『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

募　

集

防
災
・
救
急
の
続
き

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
・
救

急
員
養
成
講
習
を
行
い
ま
す

定
例
救
急
救
命
講
習
会

を
行
い
ま
す

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
委
員
を

募
集
し
ま
す

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

食の都中国・広州市で食の都中国・広州市で
歴史的瞬間に立ち会いませんか歴史的瞬間に立ち会いませんか

▼
日
時

• 

基
礎
講
習　

9
月
23
日
㈰　

9
時
〜
14

時
• 

養
成
講
習　

9
月
23
日
㈰　

14
時
〜
17

時
、
9
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰　

9
時
〜

17
時

▼
場
所　

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　

15
歳
以
上
で
3
日
間
と
も
受
講

で
き
る
方

※
基
礎
講
習
の
み
の
受
講
も
可
。

▼ 

内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い

た
除
細
動
、
止
血
方
法
な
ど

※ 

全
日
程
を
終
了
し
た
方
に
は
『
受
講
証
』

を
、
最
終
日
の
検
定
の
成
績
優
秀
者
に

は
『
認
定
証
』
を
交
付
し
ま
す
。　

▼
定
員　

15
人
（
申
込
順
）

▼
参
加
料　

各
１
千
500
円
（
教
材
費
）

▼ 

申
し
込
み　

9
月
14
日
㈮
ま
で
に
日
本

赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局
（
☎
85

1
9
1
1
）

▼ 

日
時　

9
月
15
日
㈯　

9
時
30
分
〜
12

時
30
分

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル
ら
く
あ

▼ 

内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た

心
肺
蘇
生
法
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

▼ 

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る

20
歳
以
上
の
方

▼ 
定
員　

文
化
事
業
委
員
、
ス
ポ
ー
ツ
事

業
委
員　

各
１
人

▼
任
期　

2
年

▼ 

申
込
方
法　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
9
月
14
日
㈮
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い

▼ 

問
い
合
わ
せ　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

◎
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生
（
看
護
師
）

▼
試
験
日　

10
月
20
日
㈯

▼ 

対
象　

高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

で
24
歳
未
満
の
方

▼
受
付
期
限　

10
月
１
日
㈪

◎ 

防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
・
総
合
選
抜
・

▼
定
員　

10
人
（
申
込
順
）

▼ 

申
し
込
み　

9
月
10
日
㈪
ま
で
に
消
防

署
・
各
支
署
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
署
警
備
Ｇ　

 

（
☎
85
2
5
5
1
）

一
般
）

▼
試
験
日

•
推
薦　

9
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

•
総
合
選
抜　

9
月
29
日
㈯

•
一
般　

11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

▼ 

対
象　

高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

で
21
歳
未
満
の
方

▼
受
付
期
限

•
推
薦
・
総
合
選
抜　

9
月
5
日
㈬

•
一
般　

10
月
１
日
㈪

◎
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

▼
試
験
日　

10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

▼ 

対
象　

高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

で
21
歳
未
満
の
方

▼
受
付
期
限　

10
月
１
日
㈪

▼ 

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

 

（
☎
44
9
5
3
3
）

　被害から皆さんを守るため、
『耐震改修促進計画』を策定し、
既存建築物の耐震化目標を定めました。
　また、登別市で発生する可能性がある地震や
その危険度合いを記した『地震防災マップ』も
作成しました。
　このマップを参考に、住宅の耐震診断や耐震
改修を行い、地震に備えた住まいの耐震化をし
ましょう。
　大地震のときは、家具は必ず倒れるものと考
えて、家具を固定したり、配置を見直して安全
空間を作っておきましょう。
　『計画書』と『地震防災マップ』は市ホーム
ページで公開しているほか、建築住宅グループ
にも備え付けています。
◎地震防災マップの主な内容
•揺れやすさマップ
　予想される地域ごとの震度を表した地図
•地震危険度マップ
『揺れやすさマップ』で示した震度になった
ときの建物の全壊率を地域ごとに表した地図

※ 各地域の建物の構造や建築年数などの特性を
もとに作成しています。

◎ 北海道では戸建て木造住宅の無料耐震診断を
実施しています
詳しくは胆振総合振興局建設指導課（☎㉔ 9
5 9 4 ）へ問い合わせください。

　登別市と広州市は、『友好交流促
進都市』になって今年で、10周年を
迎えます。
　11月には、さらなる交流を図るた
め、『友好都市』の調印を行うこと
になりました。
　市民の皆さんが、調印式に参加で
きるツアーを実施しますので、ぜひ
参加してください。

◎日程　11月14日㈬～17日㈯
•14日㈬　市役所出発（移動日）
•15日㈭　広州市観光、調印式
•16日㈮　自由行動
•17日㈯　帰国（移動日）
※旅行前に説明会を行います。
※ホテルは、 4つ星
　または 5つ星です。
※別途負担額追加で、
　滞在日数を延長す
　ることも可能です。
◎定員　25人
※応募が少数の場合は中止。
◎ 参加料　約15万円
◎申込期限　 9月20日㈭

問い合わせ
建築住宅グループ（☎85４３９９）

申し込み申し込み
政策推進グループ（☎851122）政策推進グループ（☎851122）

広報のぼりべつ2012年 9月号 16
くらしのガイド　　　
市や国、道からのお知らせ


